
四 半 期 報 告 書

(第82期第２四半期)

京極運輸商事株式会社
　

　



四 半 期 報 告 書

１ 本書は四半期報告書を金融商品取引法第27条の30の２に規定する開

示用電子情報処理組織(EDINET)を使用し提出したデータに目次及び頁

を付して出力・印刷したものであります。

２ 本書には、上記の方法により提出した四半期報告書に添付された四

半期レビュー報告書及び上記の四半期報告書と同時に提出した確認書

を末尾に綴じ込んでおります。

　



目 次

頁

【表紙】 ……………………………………………………………………………………………………………………… １

第一部 【企業情報】……………………………………………………………………………………………………… ２

第１ 【企業の概況】…………………………………………………………………………………………………… ２

１ 【主要な経営指標等の推移】………………………………………………………………………………… ２

２ 【事業の内容】………………………………………………………………………………………………… ３

第２ 【事業の状況】…………………………………………………………………………………………………… ４

１ 【事業等のリスク】…………………………………………………………………………………………… ４

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】………………………… ４

３ 【経営上の重要な契約等】…………………………………………………………………………………… ５

第３ 【提出会社の状況】……………………………………………………………………………………………… ６

１ 【株式等の状況】……………………………………………………………………………………………… ６

２ 【役員の状況】………………………………………………………………………………………………… ８

第４ 【経理の状況】…………………………………………………………………………………………………… ９

１ 【四半期連結財務諸表】……………………………………………………………………………………… 10

２ 【その他】……………………………………………………………………………………………………… 19

第二部 【提出会社の保証会社等の情報】……………………………………………………………………………… 20

四半期レビュー報告書

確認書

　



京極運輸商事株式会社

【表紙】

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2021年11月15日

【四半期会計期間】 第82期第２四半期(自 2021年７月１日 至 2021年９月30日)

【会社名】 京極運輸商事株式会社

【英訳名】 Kyogoku unyu shoji Co., Ltd

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長 玉 川 寿

【本店の所在の場所】 東京都中央区日本橋浜町一丁目２番１号

【電話番号】 03-5825-7131(代表)

【事務連絡者氏名】 常務取締役 羽 入 田 清 隆

【最寄りの連絡場所】 東京都中央区日本橋浜町一丁目２番１号

【電話番号】 03-5825-7131(代表)

【事務連絡者氏名】 常務取締役 羽 入 田 清 隆

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

(東京都中央区日本橋兜町２番１号)

　



京極運輸商事株式会社

第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第81期

第２四半期
連結累計期間

第82期
第２四半期
連結累計期間

第81期

会計期間
自 2020年４月１日
至 2020年９月30日

自 2021年４月１日
至 2021年９月30日

自 2020年４月１日
至 2021年３月31日

売上高 (千円) 3,881,430 4,327,037 8,698,923

経常利益 (千円) 47,185 79,576 219,406

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 31,949 67,924 154,270

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 102,190 △72,900 458,101

純資産額 (千円) 3,449,118 3,711,486 3,805,001

総資産額 (千円) 7,423,362 7,539,873 7,928,839

１株当たり四半期(当期)
純利益

(円) 10.46 22.25 50.52

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 46.2 49.0 47.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 212,213 387,260 359,737

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △170,084 △12,929 △483,938

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △36,680 △197,085 38,847

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,066,814 1,153,257 976,011

　

回次
第81期

第２四半期
連結会計期間

第82期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2020年７月１日
至 2020年９月30日

自 2021年７月１日
至 2021年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 4.36 7.36

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期

首から適用しており、当第２四半期連結累計期間及び当第２四半期連結会計期間に係る主要な経営指標等に

ついては、当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　



京極運輸商事株式会社

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　



京極運輸商事株式会社

第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

a.財政状態の状況

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末と比べ389百万円減少し、7,540百万円となりまし

た。これは、主に有価証券の減少によるものであります。

負債合計は、前連結会計年度末と比べ295百万円減少し3,828百万円となりました。これは、未払金は増加したも

のの買掛金や賞与引当金が減少したことによるものであります。

純資産合計は、前連結会計年度末と比べ94百万円減少し3,711百万円となりました。これは、主に、その他有価

証券評価差額金の減少によるものであります。

b.経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、世界経済の堅調な回復に伴い、大企業、製造業の景況は回復

基調にありますが、断続的な緊急事態宣言の発令及び対象地域の拡大、消費の低迷等を受け、全体としては低成長

が続いております。

物流業界におきましては、輸送量は改善の兆しを見せておりますが、未だコロナ禍以前の状況には回復しており

ません。また、変異株による感染の再拡大やドライバー雇用情勢等への懸念により、依然として先行きが見通せな

い状況にあります。

このような状況下、当社グループにおきましては新型コロナウイルス感染予防対策、営業力強化、業務効率化、

人材確保等の様々な経営努力を続けてまいりました。

コロナ禍による世界経済の影響により、港湾運送及び通関事業における主要取引先の取扱数量の減少はあったも

のの、石油・ドラム缶等販売事業における販売、配送数量の増加、貨物自動車運送事業における輸送数量の増加、

倉庫事業における荷役作業の取扱数量及び配送料の増加、タンク洗滌・修理事業における工事受注件数の増加によ

る増収があり、売上高は4,327百万円と前年同四半期に比べ446百万円（11.5％）の増収となりました。

次に損益面につきましては、時間外を含む人件費や燃料費の増加もありましたが、取扱数量が増加したことによ

り、営業利益は55百万円と前年同四半期と比べ29百万円（108.9％）の増益、経常利益は80百万円と前年同四半期

と比べ32百万円（68.6％）の増益、親会社株主に帰属する四半期純利益は68百万円と前年同四半期と比べ36百万円

（112.6％）の増益となりました。

　



京極運輸商事株式会社

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

① 石油・ドラム缶等販売事業

石油販売においては、販売数量は減少したものの販売単価の増加により増収し、ドラム缶等販売においては、

新缶価格の値上げ、販売数量及び配送数量の増加により増収となりました。結果として、売上高は1,773百万円

と前年同四半期と比べ117百万円(7.1%)の増収となり、セグメント利益(営業利益)は31百万円と前年同四半期と

比べ３百万円(10.9%)の増益となりました。

② 貨物自動車運送事業

輸送数量の増加により増収となりました。結果として、売上高は1,818百万円と前年同四半期と比べ201百万円

(12.4%)の増収となり、セグメント利益(営業利益)は179百万円と前年同四半期と比べ29百万円(19.0%)の増益と

なりました。

③ 港湾運送及び通関事業

主要取引先の取扱数量減少により減収となりました。結果として、売上高は161百万円と前年同四半期と比べ

18百万円(△10.2%)の減収となり、セグメント利益(営業利益)は21百万円と前年同四半期と比べ４百万円(△

15.6%)の減益となりました。

④ 倉庫事業

取扱製品の保管・荷役数量は減少したものの、港湾荷役作業の取扱数量及び配送数量の増加により増収となり

ました。結果として、売上高は227百万円と前年同四半期と比べ14百万円(6.5%)の増益となり、セグメント利益

(営業利益)は36百万円と前年同四半期と比べ３百万円(8.1%)の増益となりました。

⑤ タンク洗滌・修理事業

工事受注件数の増加により増収となりました。結果として、売上高は348百万円と前年同四半期と比べ132百万

円(61.0%)の増益となり、セグメント損失(営業損失)は15百万円と前年同四半期と比べ２百万円（10.1％）の増

益となりました。

(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前連結会計年度末に比べ

177百万円増加し、1,153百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

① 営業活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は387百万円(前年同四半期連結累計期間は212

百万円の増加)となりました。前年同四半期連結累計期間からの主な変動は、税金等調整前四半期純利益の増加

及び投資有価証券売却益の増加によるものであります。

② 投資活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は13百万円(前年同四半期連結累計期間は170百

万円の減少)となりました。前年同四半期連結累計期間からの主な変動は、投資有価証券の売却による収入の増

加によるものであります、

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は197百万円(前年同四半期連結累計期間は37百

万円の減少)となりました。前年同四半期からの主な変動は、長期借入金による収入の減少によるものでありま

す。

３ 【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　



京極運輸商事株式会社

第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 12,000,000

計 12,000,000

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2021年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(2021年11月15日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,200,000 3,200,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株
であります。

計 3,200,000 3,200,000 ― ―

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　 該当事項はありません。

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2021年９月30日 ― 3,200,000 ― 160,000 ― 1,072

　



京極運輸商事株式会社

(5) 【大株主の状況】

2021年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ENEOSホールディングス株式会社 東京都千代田区大手町１－１－２ 977 31.96

明治安田生命保険相互会社
(常任代理人)
株式会社日本カストディ銀行

東京都千代田区丸の内２－１－１
(東京都中央区晴海１－８－12)

160 5.23

西 將弘 千葉県松戸市 160 5.23

京北倉庫株式会社 東京都北区堀船２－30－３ 157 5.12

京極 紳 東京都品川区 153 5.00

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社
(常任代理人)
日本マスタートラスト信託銀行株式会社

東京都千代田区丸の内１－４－５
(東京都港区浜松町２－11－３)

148 4.84

高橋産業株式会社 神奈川県川崎市川崎区浜町３－３－16 108 3.52

神奈川三菱ふそう自動車販売株式会社 神奈川県横浜市鶴見区安善町２－１－７ 101 3.30

株式会社タンクテック 兵庫県明石市二見町南二見１－36 74 2.42

いすゞ自動車首都圏株式会社 東京都江東区新木場１－18－14 70 2.29

計 ― 2,108 68.91

(注) 上記のほか当社所有の自己株式142千株(4.4％)があります。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2021年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
―

権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式普通株式 142,000

(相互保有株式)
─ 同上

普通株式 10,000

完全議決権株式(その他)
(注)１

普通株式 3,045,200 30,452 同上

単元未満株式
(注)２

普通株式 2,800 ― 同上

発行済株式総数 3,200,000 ― ―

総株主の議決権 ― 30,452 ―

(注) １ 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が300株(議決権３個)含まれ

ております。

２ 「単元未満株式」欄には、当社保有の自己株式55株が含まれております。

② 【自己株式等】

2021年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
京極運輸商事株式会社

中央区日本橋浜町１－２－１ 142,000 ― 142,000 4.43

(相互保有株式)
株式会社弥生京極社

横浜市鶴見区小野町45 10,000 ― 10,000 0.31

計 ― 152,000 ― 152,000 4.75

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2021年７月１日から2021年

９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2021年４月１日から2021年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 976,011 1,153,257

受取手形及び売掛金 1,625,895 ―

受取手形、売掛金及び契約資産 ― 1,355,876

リース投資資産 3,030 3,030

商品 4,104 4,549

原材料及び貯蔵品 13,258 12,876

半成工事 119,591 29,363

その他 132,810 159,940

貸倒引当金 △1,667 △1,839

流動資産合計 2,873,032 2,717,052

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 3,432,807 3,433,985

減価償却累計額 △2,663,257 △2,701,190

建物及び構築物（純額） 769,550 732,795

機械及び装置 412,143 412,251

減価償却累計額 △325,900 △329,704

機械及び装置（純額） 86,243 82,547

車両運搬具 2,886,864 2,940,958

減価償却累計額 △2,200,872 △2,289,889

車両運搬具（純額） 685,992 651,069

土地 1,588,549 1,588,549

リース資産 325,604 268,611

減価償却累計額 △147,678 △131,712

リース資産（純額） 177,926 136,899

建設仮勘定 ― 61,541

その他 116,440 116,326

減価償却累計額 △93,031 △93,791

その他（純額） 23,409 22,535

有形固定資産合計 3,331,669 3,275,935

無形固定資産

ソフトウエア 88,322 143,829

ソフトウエア仮勘定 75,362 ―

その他 7,421 7,421

無形固定資産合計 171,105 151,250

投資その他の資産

投資有価証券 1,343,124 1,120,260

リース投資資産 4,545 3,030

繰延税金資産 85,435 152,186

その他 119,929 120,160

投資その他の資産合計 1,553,033 1,395,636

固定資産合計 5,055,807 4,822,821

資産合計 7,928,839 7,539,873
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 820,930 755,248

短期借入金 952,864 945,938

リース債務 65,915 56,148

未払費用 199,288 177,438

未払法人税等 59,610 40,155

賞与引当金 162,238 105,295

その他 216,269 266,310

流動負債合計 2,477,114 2,346,532

固定負債

長期借入金 586,984 501,978

リース債務 138,861 102,133

退職給付に係る負債 825,040 800,154

資産除去債務 54,076 54,274

その他 41,763 23,316

固定負債合計 1,646,724 1,481,855

負債合計 4,123,838 3,828,387

純資産の部

株主資本

資本金 160,000 160,000

資本剰余金 4,995 4,995

利益剰余金 3,194,367 3,241,707

自己株式 △58,571 △58,614

株主資本合計 3,300,791 3,348,088

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 486,883 346,418

退職給付に係る調整累計額 △2,920 △2,920

その他の包括利益累計額合計 483,963 343,498

非支配株主持分 20,247 19,900

純資産合計 3,805,001 3,711,486

負債純資産合計 7,928,839 7,539,873
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(2) 【四半期連結損益及び包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

売上高 3,881,430 4,327,037

売上原価 3,579,000 3,986,036

売上総利益 302,430 341,001

販売費及び一般管理費

販売費 9,708 10,924

一般管理費 266,390 275,061

販売費及び一般管理費合計 ※1 276,098 ※1 285,985

営業利益 26,332 55,016

営業外収益

受取利息 2 2

受取配当金 19,731 21,282

営業車両売却益 4,717 4,366

持分法による投資利益 992 ―

補助金収入 2,136 6,739

軽油引取税交付金 1,509 1,314

その他 3,443 3,801

営業外収益合計 32,530 37,504

営業外費用

支払利息 9,165 9,146

持分法による投資損失 ― 219

固定資産除却損 1,918 2,690

営業車両除却損 237 32

その他 357 857

営業外費用合計 11,677 12,944

経常利益 47,185 79,576

特別利益

投資有価証券売却益 ― 79,520

特別利益合計 ― 79,520

特別損失

リース解約損 ― 58,758

特別損失合計 ― 58,758

税金等調整前四半期純利益 47,185 100,338

法人税等 15,727 32,695

四半期純利益 31,458 67,643

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益 31,949 67,924

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △491 △281

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 66,794 △148,028

退職給付に係る調整額 △208 ―

持分法適用会社に対する持分相当額 4,146 7,485

その他の包括利益合計 70,732 △140,543

四半期包括利益 102,190 △72,900

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 102,660 △72,541

非支配株主に係る四半期包括利益 △470 △359
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 47,185 100,338

減価償却費 188,549 212,697

賞与引当金の増減額（△は減少） △64,164 △56,943

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 3,175 △24,886

貸倒引当金の増減額（△は減少） △54 172

受取利息及び受取配当金 △19,733 △21,284

支払利息 9,165 9,146

持分法による投資損益（△は益） △992 219

リース解約損 ― 58,758

固定資産売却損益（△は益） △4,511 △4,050

固定資産除却損 2,155 2,722

投資有価証券売却損益（△は益） ― △79,520

売上債権の増減額（△は増加） 266,191 335,231

契約資産の増減額（△は増加） ― △65,212

棚卸資産の増減額（△は増加） △143,535 90,165

未収入金の増減額（△は増加） 6,268 △512

仕入債務の増減額（△は減少） △98,113 △65,682

未払金の増減額（△は減少） 5,720 8,758

未払費用の増減額（△は減少） 9,809 △21,850

未成工事受入金の増減額（△は減少） 50,908 △4,236

その他 △43,736 △47,298

小計 214,287 426,733

利息及び配当金の受取額 22,953 22,664

利息の支払額 △9,159 △9,071

法人税等の支払額 △15,868 △53,067

営業活動によるキャッシュ・フロー 212,213 387,259

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △107,607 △107,341

有形固定資産の売却による収入 6,968 4,067

投資有価証券の取得による支出 △4,451 △3,231

投資有価証券の売却による収入 ― 96,713

無形固定資産の取得による支出 △63,562 △3,581

その他 △1,432 444

投資活動によるキャッシュ・フロー △170,084 △12,929

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 100,000 ―

長期借入金の返済による支出 △86,122 △91,932

自己株式の取得による支出 ― △43

リース債務の返済による支出 △32,080 △80,516

配当金の支払額 △18,348 △24,464

非支配株主への配当金の支払額 △130 △130

財務活動によるキャッシュ・フロー △36,680 △197,085

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 5,449 177,246

現金及び現金同等物の期首残高 1,061,365 976,011

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1 1,066,814 ※1 1,153,257
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【注記事項】

(会計方針の変更）

(収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号2020年3月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第1四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又

はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、貨物自動車運送業において従来は、請求に応じて積込日基準又は、卸日基準により収益を認識し

ておりましたが、貨物積込日から荷卸完了日にわたり収益を認識する方法に変更しております。

石油販売事業において従来は、顧客から受け取る対価の総額を収益として認識しておりましたが、当該対価の

総額から第三者に対する支払額を差し引いた純額で収益を認識する方法に変更しております。

タンク洗滌・修理事業において従来は、工事契約に関して、工事完成基準を適用しておりましたが、一定の期

間にわたり履行義務が充足される工事について、履行義務の充足に係る進捗度を見積り、当該進捗度に基づき収

益を一定の期間にわたり認識する方法に変更しております。また、工期がごく短い工事については、完成基準に

より収益を認識しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第1四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第1四半期

連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収

益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第1四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従って

ほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計

基準第86項また書き(1)に定める方法を適用し、第1四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約変更に

ついて、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第1四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

この結果、当第2四半期連結累計期間の売上高が28,510千円、売上原価が46,806千円それぞれ減少し、営業利

益、経常利益および税金等調整前四半期純利益はそれぞれ18,296千円増加しております。また、利益剰余金の当

期首残高は4,010千円増加し、非支配株主持分の当期首残高は142千円増加しております。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、第1四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示する

こととしました。なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について

新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準

第12号2020年３月31日)第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第2四半期連結累計期間に係る顧客との契

約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

　（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号2019年7月4日。以下「時価算定会計基準」という。）等を第1四

半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10

号2019年7月4日）第44-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来に

わたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

税金費用の計算 　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算す

る方法を採用しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を

欠く結果になる場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。

　



京極運輸商事株式会社

(四半期連結損益及び包括利益計算書関係)

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年９月30日)

役員報酬 50,912千円 52,979千円

従業員給料 95,544千円 102,083千円

賞与引当金繰入額 15,450千円 20,436千円

退職給付費用 5,176千円 5,508千円

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

おりであります。

前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年９月30日)

現金及び預金 1,066,814千円 1,153,257千円

現金及び現金同等物 1,066,814千円 1,153,257千円

(株主資本等関係)

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月26日
定時株主総会

普通株式 18,348 6 2020年３月31日 2020年６月26日 利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月29日
定時株主総会

普通株式 24,464 8 2021年３月31日 2021年６月29日 利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計石油・ドラ
ム缶等販売

事業

貨物自動車
運送事業

港湾運送及
び通関事業

倉庫事業
タンク洗
滌・修理
事業

売上高

外部顧客への売上高 1,656,034 1,616,673 179,260 213,204 216,259 3,881,430

セグメント間の内部売上高
又は振替高

70,104 3,604 ― 60 ― 73,768

計 1,726,138 1,620,277 179,260 213,264 216,259 3,955,198

セグメント利益又は損失(△) 28,194 150,143 25,036 33,209 △17,224 219,358

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 219,358

セグメント間取引消去 △24

全社費用(注) △193,002

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 26,332

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

　 (単位：千円）

報告セグメント

合計石油・ドラ
ム缶等販売

事業

貨物自動車
運送事業

港湾運送及
び通関事業

倉庫事業
タンク洗
滌・修理
事業

売上高

石油販売 675,476 ― ― ― ― 675,476

ドラム缶販売 726,212 ― ― ― ― 726,212

ドラム缶配送 371,510 ― ― ― ― 371,510

貨物自動車運送 ― 1,806,795 ― ― ― 1,806,795

港湾運送及び通関事業 ― ― 160,942 ― ― 160,942

倉庫事業 ― ― ― 227,077 ― 227,077

タンク洗滌・修理事業 ― ― ― ― 348,266 348,266

顧客との契約から生じる収益 1,773,198 1,806,795 160,942 227,077 348,266 4,316,278

その他の収益 ― 10,759 ― ― ― 10,759

外部顧客への売上高 1,773,198 1,817,554 160,942 227,077 348,266 4,327,037

セグメント間の内部売上高
又は振替高

97,111 3,877 ― 60 ― 101,048

計 1,870,309 1,821,431 160,942 227,137 348,266 4,428,085

セグメント利益又は損失(△) 31,272 178,699 21,129 35,903 △15,484 251,519

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 251,519

セグメント間取引消去 44

全社費用(注) △196,547

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 55,016

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第1四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に関する

会計処理を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

　当該変更により、従来の方法に比べて、当第2四半期連結累計期間の「石油・ドラム缶等販売事業」の売上は158,069

千円減少、セグメント利益は影響ありません。「貨物自動車運送事業」の売上は729千円減少、セグメント利益は729千

円減少しております。「港湾運送及び通関事業」の売上は6,128千円減少、セグメント利益は影響ありません。

「倉庫事業」の売上とセグメント利益はともに影響ありません。「タンク洗滌・修理事業」の売上は136,416千円増加、

セグメント損失は19,025千円減少しております。
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(収益認識関係)

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年９月30日)

　 １株当たり四半期純利益 10円46銭 22円25銭

(算定上の基礎)

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 31,949 67,924

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

31,949 67,924

普通株式の期中平均株式数(株) 3,053,470 3,053,365

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

2021年11月12日

京 極 運 輸 商 事 株 式 会 社

取 締 役 会 御 中

有限責任監査法人トーマツ

東 京 事 務 所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 滝 沢 勝 己 印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 隅 田 拓 也 印

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている京極運輸商事株式

会社の2021年4月1日から2022年3月31日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間（2021年7月1日から2021年9月30日

まで）及び第2四半期連結累計期間（2021年4月1日から2021年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四

半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、京極運輸商事株式会社及び連結子会社の2021年9月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第2四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビ
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ュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュ

ー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結

財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明すること

が求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象

や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上
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宝印刷株式会社印刷

　


